平成26年4月1日
被保険者　各位

伊藤ハム健康保険組合

高齢受給者（70歳～74歳の方対象）の自己負担割合について

平素は当健康保険組合の事業運営にご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、70歳～74歳の当健保加入の方（後期高齢者医療制度の対象となる一定の障害認定を受けた方は除く）について、高齢受給者証を発行しておりますが、平成26年4月から段階的に療養に係る自己負担割合が変更することとなりましたので、お知らせいたします。

　なお、それに伴い、現在高齢受給者証をお持ちの方については高齢受給者証の差し替えが必要となります。新しい高齢受給者証がお手元に届きましたら現在の高齢受給者証は返納していただきますようお願い申し上げます｡
記

· 対象者
70歳～74歳の当健保加入の方
但し、3割負担の方(※1)、後期高齢者医療制度の対象となる一定の障害認定を受けた方は除く
(※1)一定以上の収入のある方の自己負担割合は、3割となっております。
· 平成26年4月1日以降の自己負担割合
70歳～74歳の自己負担割合については、平成20年4月に国の医療制度改正により1割負担から2割負担に改正されておりますが、軽減特例借置として平成26年3月31日までは1割負担に据え置かれております。平成26年4月1日以降は、以下のとおりとなります。
1 平成26年4月1日以降に70歳に達する方
70歳に達する日の属する月の翌月以降の診療分より療養に係る自己負担割合は、2割になります。

2 平成26年3月31日以前に70歳に達した方(※2)
引き続き軽減特例借置の対象として、平成26年4月1日以降も療養に係る自己負担割合は、1割になります。
(※2)誕生日が昭和14年4月2日～昭和19年4月1日の方
以上

